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の宿泊施設に３泊以上宿泊した場合に補助。市の投資１６８万円。2011 年は 543 名が
この制度を利用して平均 5.3 泊の宿泊をした。平均宿泊数より 3.2 日伸びており、全
員が新規の観光客とすると経済波及効果は約６０００万円以上となる。  
 このように本研究は、日本におけるヘルス・ツーリズムによる旅館・温泉地の構造
転換による地域活性化の可能性を経済・経営的側面から明らかにした。資本力の乏し
い小旅館においてもハードへの投資だけではなくヘルス・ツーリズムに関わるソフト
への投資や開発、また「温泉療養保健システム」により地域・旅館の経営を安定させ
ることから長期滞在のポテンシャルが明らかとなった。これらは経営状態が厳しい多
くの地域・旅館にとって、新たな地域活性化モデルとして多くの可能性と示唆に富ん
でいる。ヘルス・ツーリズムの観光研究が行われはじめつつあるが記述的紹介が多い。
本研究では、特に、経済・経営的手法での成功メカニズムの解明を目指した。  
